
Title 議会審議非公開の憲法原理的省察（二・完） : ドイ
ツ連邦議会の委員会審議を例として

Author(s) 前硲, 大志

Citation 阪大法学. 2018, 67(6), p. 201-220

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/87062

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



議会審議非公開の憲法原理的省察（二・完）　

（阪大法学）67（6-201）　1265〔2018. 3 〕

議
会
審
議
非
公
開
の
憲
法
原
理
的
省
察
（
二
・
完
）

─
─
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
委
員
会
審
議
を
例
と
し
て
─
─

前
　
　
硲
　
　
大
　
　
志

は
じ
め
に

第
一
章　

委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論

　

第
一
節　

基
本
法
四
二
条
一
項
一
文
の
解
釈

　

第
二
節　

公
開
／
非
公
開
の
機
能
に
基
づ
く
議
論

　

第
三
節　

委
員
会
の
任
務
・
役
割
に
定
位
し
た
議
論

　

第
四
節　

小
括
（
以
上
第
六
七
巻
五
号
）

第
二
章　

委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
の
憲
法
原
理
的
省
察

　

第
一
節　

憲
法
原
理
か
ら
要
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さ
れ
る
議
会
手
続
の
役
割

　

第
二
節　

委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　

第
三
節　

委
員
会
に
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待
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と
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第
四
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小
括

お
わ
り
に
（
以
上
本
号
）
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第
二
章　

委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
の
憲
法
原
理
的
省
察

　

本
章
で
は
、
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
に
つ
い
て
、
そ
の
憲
法
原
理
的
意
義
を
、
委
員
会
と
い
う
具
体
的
審
議
レ
ベ
ル
に
固
有

の
役
割
に
定
位
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
議
会
手
続
の
役
割
と
し
て
、
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
と
い
っ
た
憲
法
原
理
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
か
を
概
観
す
る
（
第
一
節
）。
そ
の
う
え
で
、
具
体
的
に
連
邦
議
会
に
お
い
て
委
員
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
の
際
に
は
、
主
と
し
て
議
事
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
委
員
会
の
組
織
・
権
限
を
手
掛
か
り
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
こ

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
委
員
会
の
役
割
が
憲
法
原
理
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
う
る
の
か
を
考
察
す
る
（
第
二
節
）。
そ
し
て
、

こ
の
考
察
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
の
役
割
に
い
ず
れ
が
よ
り
適
合
的
か
と
い
う
観
点
か
ら
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
を
改

め
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
の
有
す
る
憲
法
原
理
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
（
第

三
節
）。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
単
な
る
政
策
的
機
能
論
と
は
異
な
る
、
憲
法
論
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
獲
得
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
節　

憲
法
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
議
会
手
続
の
役
割

　

本
節
で
は
、
議
会
手
続
の
役
割
と
し
て
、
憲
法
原
理
た
る
民
主
制
原
理
お
よ
び
法
治
国
原
理
（
な
い
し
権
力
分
立
原
理
）
か
ら
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
か
を
概
観
す
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
原
理
か
ら
直
接
に
、
連
邦
議
会
の
委
員
会
と
い
う
具
体
的
審
議

レ
ベ
ル
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
導
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
次
節
に
お
い
て
、
議
事
規
則

上
の
組
織
・
権
限
を
手
掛
か
り
に
し
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
節
は
、
そ
の
役
割
を
こ
れ
ら
の
憲
法
原
理
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
た
め

（
63
）
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の
参
照
規
準
の
確
認
を
目
的
と
す
る
。

第
一
款
　
民
主
制
原
理
─
─
多
数
派
形
成
と
妥
協

　

ま
ず
、
民
主
制
原
理
の
観
点
か
ら
は
、
議
会
に
お
け
る
手
続
に
は
、
多
数
に
支
持
さ
れ
う
る
よ
う
に
法
案
・
議
案
を
仕
上
げ
る
と
い

う
役
割
（
多
数
派
形
成
）
が
求
め
ら
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
民
主
制
を
「
国
家
意
思
ま
た
は
法
秩
序
が
そ
の
秩
序
に
服
す
る

者
自
身
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
」
国
家
形
態
と
し
て
理
解
す
るH

ans K
elsen

に
よ
れ
ば
、「
民
主
制
は
、
自
由
の
理
念
に
基
づ
い
て

─
─
つ
ま
り
仮
説
的
に
─
─
契
約
に
よ
り
、
し
た
が
っ
て
全
員
一
致
の
も
と
で
成
立
し
た
秩
序
を
、
多
数
決
に
よ
っ
て
継
続
さ
せ
る
と

い
う
方
法
で
、
当
初
の
理
念
へ
と
接
近
す
る
だ
け
で
満
足
す
る
」。
そ
し
て
、
大
抵
の
場
合
、
人
は
す
で
に
創
設
さ
れ
た
国
家
秩
序
の

な
か
に
産
み
落
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、「
問
題
と
な
り
う
る
の
は
、
こ
う
し
た
秩
序
の
継
続
、
修
正
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
観
点
の
下
で
は
、（
特
別
多
数
と
は
異
な
る
）
絶
対
多
数
の
原
理
は
、
自
由
の
理
念
へ
と
相
対
的
に
最
も
接
近
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
、
民
主
制
原
理
か
ら
は
、
政
治
的
意
思
形
成
に
際
し
て
、
自
己
決
定
の
自
由
と
し
て

の
「
社
会
的
・
政
治
的
自
由
」
の
最
大
化
を
図
る
と
い
う
意
味
で
の
多
数
派
形
成
が
要
請
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、

政
治
的
意
思
形
成
機
関
た
る
議
会
で
の
手
続
に
対
し
て
も
、
こ
の
意
味
で
の
多
数
派
形
成
の
役
割
が
、
民
主
制
原
理
か
ら
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
と
り
わ
け
、
そ
う
し
た
議
会
に
お
け
る
多
数
派
形
成
が
意
見
調
整
と
妥
協
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
も
、
民
主
制
原
理
に

照
ら
し
て
積
極
的
意
義
が
見
出
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「
多
数
決
原
理
は
、
多
数
派
と
少
数
派
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
鎖
的
な
も
の
と
し
て

対
峙
す
る
の
で
な
い
場
合
に
限
り
、
民
主
制
の
一
原
理
で
あ
る
」（V

erena Büchler-T
schudin

）
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
、
議
会
に
お
け
る
多
数
派
形
成
に
際
し
て
妥
協
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
多
数
決
と
い
う
決
定
方
法
を
民
主
制
の
手
続
た

ら
し
め
る
前
提
条
件
と
な
り
、
こ
れ
も
ま
た
民
主
制
原
理
の
も
と
で
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、「
民
主
制
が
、
意
見
の
不
一

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）

（
69
）
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致
と
い
う
前
提
の
も
と
、
平
和
的
な
や
り
方
で
拘
束
力
あ
る
決
定
に
至
る
た
め
の
手
続
で
あ
る
べ
き
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
通
常
、

競
争
相
手
達
が
妥
協
を
取
り
結
ば
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る
」（M

anfred H
ättich

）
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
議
会
に
お
け
る
多
数
派

形
成
が
妥
協
に
よ
る
こ
と
は
、
民
主
制
を
し
て
平
和
的
決
定
の
手
続
た
ら
し
め
る
と
い
う
意
味
で
も
、
民
主
制
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
で
、
多
数
決
そ
の
も
の
は
民
主
制
原
理
の
目
標
か
ら
直
接
に
派
生
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
立
場
に
お
い
て
も
な
お
、
妥
協

を
民
主
制
原
理
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
と
捉
え
る
余
地
も
あ
る
。A

lbert Bleckm
ann

に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
個
人
と
国
民
全
体
と

を
殆
ど
同
一
視
で
き
な
く
な
っ
た
大
衆
民
主
制
に
お
い
て
、「
民
主
制
原
理
が
な
お
も
何
ら
か
の
実
体
的
目
的
を
有
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
民
主
制
原
理
は
、
国
家
的
決
定
の
正
当
性
、
す
な
わ
ち
、
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
個
別
利
益
の
事
項

に
即
し
た
適
切
な
衡
量
の
正
当
性
を
保
障
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
多
数
決
原
理
は
、
こ
れ
に
よ
ら

な
け
れ
ば
国
家
的
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
実
際
上
の
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
民
主
制
原
理
の
目
標

と
す
る
正
当
性
担
保
の
た
め
の
も
の
と
し
て
「
民
主
制
原
理
か
ら
自
動
的
に
帰
結
さ
れ
る
の
で
は
な
い
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の

う
え
で
、Bleckm

ann

は
、「
国
家
的
決
定
に
関
係
す
る
全
て
の
利
害
は
、
全
利
害
関
係
者
の
可
能
な
限
り
広
範
な
合
意
に
依
拠
す
る

妥
協
に
お
い
て
の
み
、
事
項
に
即
し
て
適
切
に
較
量
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
合
意
獲
得
と
い
う
機
能
は
、
民
主
制
原
理
に

と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、Bleckm

ann
は
、
こ
う
し
た
衡
量
に
よ
る
国
家
的
決
定
の
正
当
性
担
保
と
い
う

民
主
制
原
理
の
目
標
に
と
っ
て
は
、
間
接
民
主
制
、
と
り
わ
け
議
会
制
が
よ
り
適
切
な
統
治
形
態
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
民
主
制
原
理
は
、
国
家
的
決
定
を
下
す
機
関
と
し
て
の
議
会
で
の
手
続
に
、
妥
協
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る

も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
70
）

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）
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第
二
款
　
法
治
国
原
理
─
─
専
門
的
合
理
化
と
政
府
・
行
政
へ
の
審
査
・
批
判

　

次
に
、
法
治
国
原
理
か
ら
は
、
議
案
内
容
の
専
門
的
合
理
化
、
お
よ
び
政
府
・
行
政
へ
の
審
査
・
批
判
と
い
う
役
割
が
議
会
手
続
に

求
め
ら
れ
う
る
。

　

ま
ず
、
法
案
そ
の
他
の
議
案
の
内
容
が
専
門
的
に
合
理
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
、
議
決
さ
れ
た
法
案
や
議
案
に
従
っ
た
国
家
任

務
の
遂
行
に
つ
き
、
事
項
適
合
性
や
効
率
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
仮
に
、K

onrad H
esse

やEberhard 

Schm
idt-A

ßm
ann

の
よ
う
に
、
法
治
国
原
理
を
「
国
家
任
務
の
目
的
適
合
的
か
つ
効
率
的
な
遂
行
を
可
能
に
す
る
べ
く
」

（H
esse

）
権
限
・
手
続
・
組
織
を
創
設
・
規
律
す
る
こ
と
を
も
要
請
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
国
家
任
務
の
遂
行
に
規
準
を

与
え
る
議
会
で
の
手
続
に
お
い
て
法
案
そ
の
他
の
議
案
の
専
門
的
合
理
化
を
図
る
こ
と
は
、
国
家
任
務
遂
行
の
目
的
適
合
性
や
実
効
性
、

効
率
性
の
向
上
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
、
法
治
国
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
権
力
相
互
の
抑
制
と
統
制
を
図
る
と
い
う
側
面
を
持
つ
権
力
分
立
が
法
治
国
原
理
の
構
成
要
素
、「
法
治
国
原
理
に
根
ざ
し

た
も
の
」（K

laus Stern

）
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
議
会
が
政
府
・
行
政
へ
の
審
査
・
批
判
を
行
う
と
い
う
役
割
も
、
法
治
国
原
理

の
も
と
で
議
会
手
続
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節　

委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
節
で
は
、
連
邦
議
会
全
体
の
中
で
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
の
憲
法
原
理
的
意
義
を
考
察
す
る
。
こ
の
委

員
会
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
議
事
規
則
に
お
け
る
委
員
会
の
組
織
・
権
限
の
定
め
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
で
、
委
員
会
に

固
有
の
要
素
か
ら
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
議
事
規
則
の
定
め
を
中
心
に
、
委
員
会
の
組
織
と
権
限

を
概
観
す
る
（
第
一
款
）。
そ
し
て
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
組
織
と
権
限
か
ら
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
推
論
し
、
そ
れ
ら
の
役
割

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）
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に
つ
い
て
、
前
述
の
民
主
制
原
理
・
法
治
国
原
理
の
観
点
か
ら
評
価
を
加
え
る
（
第
二
款
）。

第
一
款
　
委
員
会
の
組
織
と
権
限

　

常
設
委
員
会
の
多
く
は
、
各
省
庁
の
別
に
対
応
す
る
形
で
構
成
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
省
庁
の
管
轄
事
項
を
分
割
す
る
も
の
（
連
邦

財
務
省
に
対
す
る
予
算
委
員
会
と
財
務
委
員
会
）、
連
邦
議
会
内
部
の
任
務
に
関
す
る
も
の
（
請
願
委
員
会
、
選
挙
審
査
・
免
責
・
議

事
規
則
委
員
会
）、
特
殊
領
域
を
所
管
す
る
委
員
会
（
Ｅ
Ｕ
委
員
会
）
な
ど
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
個
別
の
事
項
の
た
め
に
特
別
委
員

会
を
置
く
こ
と
も
で
き
る
（
議
事
規
則
五
四
条
一
項
二
文
）。
常
設
委
員
会
と
特
別
委
員
会
は
、
後
者
の
権
限
が
一
定
の
テ
ー
マ
に
限

定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
後
者
が
委
託
さ
れ
た
任
務
の
処
理
を
も
っ
て
終
了
す
る
点
を
除
い
て
は
、
区
別
が
つ
か
な
い
と
さ
れ
る
。

　

各
常
設
委
員
会
の
委
員
構
成
お
よ
び
委
員
長
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
各
会
派
の
所
属
議
員
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
る
と
い
う
鏡
像

原
則
（Grundsatz der Spiegelbildlichkeit

）
が
妥
当
す
る
（
議
事
規
則
五
七
条
一
項
、
一
二
条
一
文
）。
な
お
、
議
会
慣
行
上
、

予
算
委
員
会
の
委
員
長
に
は
野
党
会
派
の
構
成
員
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

委
員
会
は
、
基
本
法
上
の
権
限
と
し
て
、
連
邦
政
府
の
構
成
員
に
対
す
る
会
議
へ
の
出
席
要
求
権
を
有
す
る
（
基
本
法
四
三
条
一

項
）。
ま
た
、
国
防
委
員
会
に
は
、
調
査
委
員
会
の
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
る
（
基
本
法
四
五
ａ
条
二
項
一
文
）。

　

ま
た
、
委
員
会
は
議
事
規
則
上
、「
準
備
的
議
決
機
関
（vorbereitende Beschlußorgane

）
と
し
て
、
自
己
に
付
託
さ
れ
た
議

案
ま
た
は
こ
れ
と
直
接
に
実
質
的
関
連
性
の
あ
る
問
題
の
み
に
関
し
、
一
定
の
議
決
を
連
邦
議
会
に
勧
告
す
る
義
務
を
有
す
る
」（
議

事
規
則
六
二
条
一
項
二
文
）。
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
、
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
ま
ま
可
決
す
べ
き
旨
の
勧
告
、

修
正
の
う
え
可
決
す
べ
き
旨
の
勧
告
、
お
よ
び
議
案
を
否
決
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
一
案
件
と
し
て
付

託
さ
れ
た
複
数
の
議
案
の
一
部
に
つ
い
て
、
処
理
さ
れ
た
も
の
と
宣
言
す
る
議
決
を
勧
告
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
議
事
規
則
六
四
条
二
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項
四
文
）。
な
お
、
独
自
の
法
案
提
出
権
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
に
も
、
自
己
の
職
務
領
域
に
属
す
る
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
（
議
事
規

則
六
二
条
一
項
三
文
）。
も
っ
と
も
、
付
託
さ
れ
た
任
務
に
つ
い
て
は
「
直
ち
に
」（
同
項
一
文
）
処
理
す
る
義
務
を
負
う
た
め
、
優
先

順
位
は
付
託
議
案
の
ほ
う
が
高
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
独
自
取
扱
権
限
に
お
い
て
は
、
手
続
に
か
か
る
問
題
以
外
の
実
体
的
事
項

に
関
す
る
議
決
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
各
専
門
領
域
に
お
け
る
非
付
託
事
項
に
つ
い
て
の
議
論
と
情
報
収
集
を
通
じ
た
意
思
形
成
お

よ
び
そ
の
文
書
化
を
な
し
う
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
委
員
会
は
、
審
議
対
象
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
専
門
家
、
利
益
代
表
者
そ
の
他
公
述
人
の
公
聴
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
議
事
規
則
七
〇
条
一
項
一
文
）。
主
務
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
少
数
派
権
と
し
て
委

員
の
四
分
の
一
の
求
め
が
あ
れ
ば
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
同
項
二
文
前
段
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
付
託
議
案
以
外

の
各
委
員
会
の
職
務
領
域
に
属
す
る
審
議
対
象
に
つ
い
て
は
、
公
開
の
会
議
で
の
情
報
収
集
が
過
度
に
用
い
ら
れ
た
り
濫
用
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
、
委
員
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
公
聴
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
同
文
後
段
）。

第
二
款
　
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
そ
の
憲
法
原
理
的
意
義

　

以
上
の
組
織
お
よ
び
権
限
か
ら
推
論
す
れ
ば
、
委
員
会
に
は
「
準
備
的
議
決
機
関
」
と
し
て
本
会
議
の
負
担
を
軽
減
す
る
機
能
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
後
の
本
会
議
に
お
け
る
多
数
派
の
予
備
形
成
、
議
決
さ
れ
る
内
容
の
専
門
的
合
理
化
お
よ
び
政
府
・

行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
と
い
っ
た
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
前
述
の
民
主

制
原
理
・
法
治
国
原
理
か
ら
議
会
手
続
に
要
請
さ
れ
る
役
割
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
・
表
決
し
、
本
会
議
に
対
し
て
議
決
を
勧
告
す
る
と
い
う
委
員
会
の
中
心
的
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権
限
は
、
本
会
議
で
の
審
議
（
第
二
、
第
三
読
会
）・
最
終
表
決
に
先
立
っ
て
議
案
に
関
す
る
様
々
な
意
見
を
調
整
し
、
本
会
議
で
議

決
す
る
に
足
る
ま
で
当
該
議
案
に
修
正
を
施
す
た
め
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。
委
員
会
が
比
較
的
少
数
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ

と
も
、
こ
う
し
た
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
審
議
に
参
加
す
る
議
員
の
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
は
、
争
点
を
拡

散
さ
せ
る
こ
と
な
く
密
な
意
見
交
換
を
し
や
す
く
し
、
参
加
者
の
間
で
の
妥
結
を
図
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
と
い
う
機
能
が
あ
る
と
い

え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
委
員
会
が
鏡
像
原
則
に
従
っ
て
組
織
さ
れ
る
の
は
、
委
員
会
で
の
多
数
・
少
数
関
係
が
本
会
議
に
お
い

て
も
再
現
さ
れ
る
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
構
成
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
権
限
・
組
織
か
ら

は
、
委
員
会
に
は
、
意
見
調
整
と
妥
協
に
よ
っ
て
、
議
案
を
後
の
本
会
議
に
お
い
て
も
多
数
派
を
形
成
し
う
る
も
の
へ
と
予
め
仕
上
げ

る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
多
数
派
形
成
の
役
割
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
民
主
制
原
理
か
ら
議
会

手
続
に
要
請
さ
れ
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
に
は
一
定
の
所
管
領
域
が
存
在
し
、
一
方
に
お
い
て
、
常
設
委
員
会
の
委
員
は
原
則
的
に
任
期
中
継
続
し
て
当
該

委
員
会
の
委
員
で
あ
り
続
け
、
他
方
に
お
い
て
、
特
別
委
員
会
で
は
取
り
扱
わ
れ
る
事
項
の
特
定
性
が
よ
り
一
層
高
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
は
、
委
員
会
の
専
門
性
を
組
織
構
造
の
面
か
ら
確
保
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
委
員
会
に
は
、

特
定
の
議
案
や
審
議
対
象
に
つ
い
て
公
聴
会
を
開
き
、
専
門
家
等
か
ら
意
見
や
情
報
を
収
集
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
組
織
構
造
や
権
限
か
ら
は
、
本
会
議
に
先
立
っ
て
議
案
内
容
の
専
門
的
合
理
性
を
高
め
る
役
割
も
、
委
員
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
専
門
的
合
理
化
と
い
う
役
割
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
法
治
国
原
理
か
ら
議
会
手
続
に
要
請
さ
れ
る
も
の

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
常
設
委
員
会
の
多
く
が
連
邦
省
庁
の
別
に
対
応
し
て
構
成
さ
れ
、
か
つ
、
委
員
会
に
政
府
構
成
員
の
出
席
を
要
求
す
る
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
委
員
会
に
は
、
政
府
・
各
省
庁
の
活
動
に
つ
い
て
審
査
・
批
判
す
る
役
割
も
期
待
さ
れ
て
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
予
算
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
が
野
党
会
派
に
割
り
当
て
ら
れ
る
点
も
、
議
院
内
閣
制
の
も
と
で
密
接
な
関
係

に
あ
る
政
府
・
与
党
会
派
に
対
す
る
審
査
・
批
判
と
い
う
役
割
を
よ
り
良
く
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
の
公
聴
会
開
催
が
少
数
派
権
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
同
様
の
目
的
を
見
出
せ
よ
う
。
ま
た
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
に
自
身
の
職
務
領
域
に
属
す
る
問
題
を
独
自
に
取
り
扱
う
権
限
も
、
委
員
会
の
独
立
性
を
高
め
る
も
の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
審
査
・
批
判
を
よ
り
実
効
的
に
行
わ
せ
る
た
め
に
付
与
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
審
査
・
批
判
と
い
う
役
割

も
、
前
述
の
よ
う
に
、
法
治
国
原
理
か
ら
議
会
手
続
に
要
請
さ
れ
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し
て
は
、
多
数
派
の
予
備
形
成
、
専
門
的
合
理
化
、
政
府
・
行
政
に
対
す
る

審
査
・
批
判
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
役
割
は
相
互
に
排
他
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
時
に
果
た
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、

政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
が
法
案
そ
の
他
の
議
案
の
審
議
や
議
決
に
向
け
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、

そ
う
し
た
審
査
・
批
判
は
、
多
数
派
の
予
備
形
成
や
専
門
的
合
理
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
政

府
・
行
政
（
さ
ら
に
は
与
党
会
派
）
に
対
す
る
審
査
・
批
判
は
、
議
案
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
意
見
調
整
の
機
会
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
結
果
、
議
案
を
よ
り
多
数
に
支
持
さ
れ
う
る
も
の
へ
と
仕
上
げ
る
契
機
と
し
て
理
解
し
う
る
。
ま
た
、
政
府

構
成
員
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
、
議
案
に
関
し
て
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
議

案
の
専
門
事
項
に
関
す
る
政
府
・
行
政
側
の
知
見
・
見
解
を
踏
ま
え
た
作
業
も
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
そ
う
し
た
審
査
・
批
判

は
議
案
の
内
容
の
専
門
的
合
理
性
を
高
め
る
こ
と
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
立

法
委
員
会
が
法
案
そ
の
他
の
議
案
の
審
査
を
行
う
場
合
に
は
、
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
と
い
う
役
割
は
、
多
数
派
の
予
備

形
成
な
い
し
専
門
的
合
理
化
と
い
う
役
割
の
遂
行
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
、
副
次
的
な
位
置
づ
け
に
止
ま
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、

前
述
の
よ
う
に
、
各
委
員
会
の
職
務
領
域
に
お
け
る
独
自
取
扱
権
限
の
枠
内
で
は
、
実
体
的
事
項
に
関
す
る
議
決
を
行
う
こ
と
が
で
き
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ず
、
そ
こ
で
行
わ
れ
う
る
意
思
形
成
も
、
手
続
問
題
を
除
き
、
何
ら
か
の
決
定
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の

独
自
取
扱
権
限
の
行
使
に
よ
っ
て
委
員
会
審
議
が
行
わ
れ
る
場
合
、
多
数
派
の
予
備
形
成
や
議
案
の
専
門
的
合
理
化
と
い
っ
た
役
割
は

後
景
に
退
き
、
む
し
ろ
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
と
い
う
役
割
が
そ
れ
自
体
と
し
て
意
義
を
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
三
節　

委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
審
議
の
公
開
／
非
公
開

　

以
上
の
よ
う
に
、
意
見
調
整
と
妥
協
に
よ
る
多
数
派
の
予
備
形
成
、
議
案
内
容
の
専
門
的
合
理
化
、
お
よ
び
政
府
・
行
政
に
対
す
る

審
査
・
批
判
と
い
っ
た
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
う
る
も
の
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
役
割
へ
の
適
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
選
択
さ
れ
る
委
員
会

審
議
の
公
開
／
非
公
開
に
つ
い
て
、
単
な
る
政
策
的
機
能
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
憲
法
原
理
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
前
述
し
たLinck

に
お
い
て
は
、
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
が
、
連
邦
議
会
の
全
体
構
造
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
委
員
会

の
役
割
へ
の
適
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
。Linck

の
こ
う
し
た
観
点
自
体
は
、
委
員
会
審
議
と
い
う
具
体
的
事
項
に
即
し

た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
一
方
で
、
そ
の
定
位
点
と
な
る
委
員
会
の
役
割
の
憲
法
原
理
的
意
義
の
考
察
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、

政
策
的
機
能
論
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
不
備
を
補
う
べ
く
、
前
節
に
お
い
て
、
民
主
制
原

理
や
法
治
国
原
理
と
い
っ
た
憲
法
原
理
に
照
ら
し
て
委
員
会
の
役
割
を
考
察
し
た
。
本
節
で
は
、
前
節
に
お
け
る
委
員
会
の
役
割
に
つ

い
て
の
憲
法
原
理
的
省
察
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
改
め
て
そ
れ
ら
の
役
割
へ
の
適
合
性
と
い
うLinck

の
示
し
た
観
点
か
ら
委
員
会
審

議
の
公
開
／
非
公
開
に
つ
い
て
検
討
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
委
員
会
と
い
う
具
体
的
審
議
レ
ベ
ル
に
即
し
な
が
ら
、
そ
の
公
開
／
非
公

開
の
憲
法
原
理
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

（
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第
一
款
　
意
見
調
整
と
妥
協
に
よ
る
多
数
派
の
予
備
形
成

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
役
割
に
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
の
い
ず
れ
が
適
合
的
か
を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
意
見
調
整
と

妥
協
に
よ
る
多
数
派
の
予
備
形
成
と
い
う
役
割
に
と
っ
て
は
、
委
員
会
審
議
を
「
非
公
開
」
に
す
る
方
が
適
合
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
従
来
の
議
論
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
委
員
が
率
直
な
意
見
交
換
と
譲
歩
を
行
お
う
と
す
る
場

合
、
外
部
か
ら
の
圧
力
や
面
目
を
保
と
う
と
す
る
動
機
が
働
く
こ
と
の
な
い
よ
う
な
状
況
に
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
会
派
に
関
し
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
派
も
ま
た
日
和
見
政
党
と
み
な
さ
れ
た
く
な
い
が
た
め
に
、

公
開
の
下
で
は
、
当
初
に
抱
い
て
い
た
見
解
に
固
執
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
委
員
会
審
議
の
場
で

所
属
議
員
が
柔
軟
な
対
応
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
拘
束
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
委
員
会
審
議
を
通
じ
て

意
見
調
整
と
妥
協
を
図
る
た
め
に
は
、
審
議
を
非
公
開
に
す
る
方
が
適
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
は
、
委

員
会
審
議
の
「
非
公
開
」
が
、
民
主
制
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
役
割
に
資
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
款
　
議
案
内
容
の
専
門
的
合
理
化

　

ま
た
、
議
案
内
容
の
専
門
的
合
理
化
と
い
う
役
割
に
と
っ
て
も
、
委
員
会
審
議
を
「
非
公
開
」
と
す
る
方
が
適
合
的
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
第
一
章
第
三
節
で
触
れ
たLinck
の
指
摘
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
委
員
会
審
議
を
公
開
に
し
て
し
ま
う
と
、

委
員
に
お
い
て
選
挙
を
視
野
に
入
れ
た
機
会
思
考
・
イ
メ
ー
ジ
戦
略
が
働
く
結
果
、
専
門
事
項
的
に
複
雑
・
高
度
に
考
慮
さ
れ
た
決
定

よ
り
も
、
分
か
り
や
す
さ
を
求
め
て
単
純
化
さ
れ
た
決
定
へ
と
向
か
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
少
な
く
と

も
そ
う
し
た
単
純
化
へ
の
傾
向
を
弱
め
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
委
員
会
審
議
を
「
非
公
開
」
に
す
る
こ
と
は
、
法
治
国
原
理
か
ら

要
請
さ
れ
る
委
員
会
の
役
割
に
資
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し
う
る
。

（
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他
方
、
こ
の
よ
う
に
議
案
の
内
容
に
関
し
て
審
議
を
行
う
場
面
と
、
公
聴
会
の
よ
う
な
、
審
議
の
前
提
と
な
る
利
害
関
係
や
専
門
的

知
見
を
収
集
・
確
認
す
る
場
面
と
は
、
別
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ばV

etter

は
、
公
聴
会
に
つ
い
て
、
政

府
提
出
法
案
に
関
し
て
、
政
府
内
部
で
の
法
案
作
成
段
階
で
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
利
害
に
つ
き
、
関
係
団
体
が
そ
の
立
場
を
改
め
て

表
明
し
、
法
案
へ
の
影
響
力
を
行
使
す
る
た
め
の
機
会
を
与
え
る
手
段
と
な
る
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
聴
会
が
さ
ら

な
る
利
害
を
委
員
会
審
議
の
場
に
取
り
込
む
機
能
を
果
た
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
調
整
・
妥
協
の
対
象
と
な
る
利
害
を
よ
り
幅
広
く

把
握
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
場
合
、
争
点
が
拡
散
し
、
調
整
・
妥
協
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
一
方
で
、
調
整
・

妥
協
に
際
し
て
、
よ
り
幅
広
い
利
害
が
配
慮
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
多
数
派
の
形
成
に
資
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
後
者
の
側
面

を
捉
え
れ
ば
、
公
聴
会
と
い
う
「
公
開
」
の
場
は
、
民
主
制
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
委
員
会
の
役
割
に
適
合
的
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
専
門
的
知
見
の
収
集
を
「
公
開
」
の
場
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
は
、
委
員
会
に
も
た
ら
さ
れ
た
知
見
の
質
・
量
に
関
し
て
、
修

正
・
補
充
の
必
要
性
を
さ
ら
な
る
第
三
者
が
指
摘
す
る
機
会
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
公
聴
会
な
ど
の
「
公
開
」

の
場
が
、
専
門
的
合
理
化
と
い
う
法
治
国
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
委
員
会
の
役
割
に
も
適
合
的
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
公
聴
会

の
よ
う
な
、
審
議
の
前
提
と
な
る
利
害
関
係
や
専
門
的
知
見
を
収
集
・
確
認
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
「
公
開
」
に
す
る
こ
と

が
、
民
主
制
原
理
・
法
治
国
原
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
委
員
会
の
役
割
に
と
っ
て
適
合
的
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
款
　
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判

　

さ
ら
に
、
前
述
の
各
委
員
会
の
職
務
領
域
に
お
け
る
独
自
取
扱
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
う
る
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審

査
・
批
判
と
い
う
役
割
に
と
っ
て
は
、
そ
の
批
判
に
よ
る
匡
正
の
実
効
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
該
権
限
行
使
に
よ
る
審
議
を
「
公

開
」
で
行
う
方
が
適
合
的
と
い
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
権
限
の
枠
内
で
の
審
議
は
、
実
体
的
事
項
に
関
す
る
議
決
を
直
接
に
も

（
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た
ら
す
も
の
で
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
審
査
・
批
判
を
踏
ま
え
て
政
府
・
行
政
の
活
動
が
匡
正
さ
れ
る
か
否
か
は
、
政
府
・
行

政
側
が
そ
の
批
判
を
自
ら
受
け
容
れ
る
か
否
か
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
審
査
・
批
判
を
公
開
で
行
う
こ
と
に
は
、
政
府
・
行
政

へ
の
受
容
圧
力
を
高
め
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
、
実
体
的
事
項
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
議
決
に
向
け
た
法
案
そ
の
他
の
議
案
の
委
員
会
審
議
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
な
さ
れ
る
政

府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
は
、
前
述
の
よ
う
に
多
数
派
の
予
備
形
成
お
よ
び
議
案
の
専
門
的
合
理
化
に
奉
仕
す
る
性
格
の
も
の

と
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
審
査
・
批
判
の
意
義
は
、
多
数
派
の
予
備
形
成
・
議
案
の
専
門
的
合
理
化
を
促
進

す
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
の
審
議
は
、
こ
れ
を
「
非
公
開
」
と
す
る
こ
と
が
、
民
主
制
原
理
・
法
治
国
原
理
か

ら
要
請
さ
れ
る
委
員
会
の
役
割
に
と
っ
て
適
合
的
で
あ
ろ
う
。

第
四
節　

小
括

　

以
上
、
本
章
で
は
、
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
か
ら
議
会
手
続
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
し
て
、
多
数
派
形
成
、
妥
協
、
専
門
的
合

理
化
、
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
と
い
っ
た
役
割
が
挙
げ
ら
れ
う
る
こ
と
を
概
観
し
た
う
え
で
、
主
と
し
て
議
事
規
則
に
定

め
ら
れ
た
委
員
会
の
組
織
・
権
限
か
ら
推
論
さ
れ
る
委
員
会
の
役
割
が
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
の
要
請
す
る

役
割
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
役
割
に
適
合
的
な
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
委
員
会
審
議
の
公
開

／
非
公
開
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
会
審
議
の
公
開
／
非
公
開
の
有
す
る
憲
法
原
理
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
を
試
み
た
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
委
員
会
の
組
織
・
権
限
か
ら
は
、
そ
の
役
割
と
し
て
、
意
見
調
整
・
妥
協
に
よ
る
多
数
派
の
予
備
形
成
、
議
案

内
容
の
専
門
的
合
理
化
、
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
役
割
の
う
ち
、
前
一
者
は
民
主

制
原
理
か
ら
、
後
二
者
は
法
治
国
原
理
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
法
案
そ
の
他
の
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議
案
の
内
容
に
関
し
て
委
員
会
が
審
議
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
「
非
公
開
」
が
、
多
数
派
の
予
備
形
成
お
よ
び
専
門
的
合
理
化
の
役

割
に
適
合
的
で
あ
り
（
も
っ
と
も
、
利
害
関
係
や
専
門
的
知
見
を
収
集
・
確
認
す
る
場
面
で
は
「
公
開
」
が
そ
れ
ぞ
れ
適
合
的
で
あ
り

う
る
）、
し
た
が
っ
て
民
主
制
原
理
お
よ
び
法
治
国
原
理
の
観
点
か
ら
積
極
的
に
評
価
さ
れ
う
る
こ
と
、
お
よ
び
、
委
員
会
の
独
自
取

扱
権
限
の
枠
内
で
審
議
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
「
公
開
」
が
、
政
府
・
行
政
に
対
す
る
審
査
・
批
判
の
役
割
に
適
合
的
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
法
治
国
原
理
か
ら
積
極
的
に
評
価
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
し
た
。

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
民
主
制
原
理
お
よ
び
法
治
国
原
理
と
「
公
開
／
非
公
開
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
民
主
制
原
理
に
せ
よ
法
治
国
原
理
に
せ
よ
、
そ
の
本
質
的
要
素
と
し
て
国
家
作
用

の
「
公
開
性
」
が
挙
げ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
議
会
審
議
に
関
し
て
は
そ
の
「
公
開
」
が
強
く
要

請
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
か
ら
の
要
請
に

即
し
た
も
の
と
い
え
る
委
員
会
の
役
割
、
と
り
わ
け
意
見
調
整
と
妥
協
に
よ
る
多
数
派
の
予
備
形
成
と
議
案
内
容
の
専
門
的
合
理
化
に

と
っ
て
は
、
む
し
ろ
「
非
公
開
」
の
方
が
適
合
的
で
あ
り
う
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
原
理
が
必
ず
し
も
「
公
開
」
を
帰
結
す
る
と

は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
は
、「
公
開
／
非
公
開
」
と
い
う
事
項
に
関
し
て
、
む
し
ろ
両

価
値
的
な
も
の
と
さ
え
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
す
る
と
、
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
公
開
」
と
親
和
的
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
非
公

開
」
と
親
和
的
で
あ
る
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
・
レ
ベ
ル
に
即
し
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、

と
り
わ
け
、
議
院
が
自
律
的
に
形
成
し
た
議
会
政
過
程
の
法
的
規
律
に
つ
い
て
、
憲
法
原
理
の
観
点
か
ら
の
考
察
と
い
う
形
で
憲
法
学

（
112
）

（
113
）

（
114
）
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と
し
て
の
検
討
を
試
み
る
と
い
う
本
稿
の
関
心
に
と
っ
て
、
直
接
的
な
意
義
を
も
つ
。
本
稿
は
、
そ
の
端
緒
と
し
て
、
連
邦
議
会
の
委

員
会
を
題
材
に
、
若
干
の
検
討
を
施
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　

そ
し
て
、
連
邦
議
会
の
中
に
は
、
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
い
わ
ゆ
る
立
法
委
員
会
の
ほ
か
に
も
、
本
会
議
や
調
査
委
員
会
な
ど
検
討
に

値
す
る
局
面
・
レ
ベ
ル
が
多
々
あ
り
、
さ
ら
に
は
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
の
構
成
員
か
ら
組
織
さ
れ
る
法
案
審
議
合
同
協
議
会
（
基

本
法
七
七
条
二
項
一
文
）
と
い
っ
た
審
議
レ
ベ
ル
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
局
面
・
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
も
、
委
員
会
と
同
様
に
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
憲
法
原
理
的
観
点
か
ら
考
察

を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
委
員
会
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
各
局
面
で
の
審
議
に
つ
い
て
、
議
事
録
の
取
扱
い
と
の
関
連

か
ら
検
討
を
加
え
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
公
開
／
非
公
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
い
え
ば
、
審
議
の
場
そ
の
も
の

を
「
非
公
開
」
に
す
る
一
方
で
、
議
事
録
の
作
成
・
公
表
に
よ
っ
て
「
公
開
」
の
要
請
に
も
配
慮
す
る
と
い
う
形
で
、
民
主
制
原
理
や

法
治
国
原
理
の
両
価
値
的
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
様
々
な
局
面
・
レ
ベ
ル
に
即
し
た
検
討
を
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
政
過
程
の
自
律
的
な
法
的
規
律
に
対
す
る
民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
の
働
き
を
よ
り
一
層
精
緻
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
試
み
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
本
稿
を
閉
じ
る
。

委
員
会
の
組
織
や
権
限
は
、
当
該
委
員
会
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
任
務
に
適
合
す
る
よ
う
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
た
め
、
組
織
・

権
限
に
基
づ
い
て
委
員
会
の
任
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
逆
推
論
に
よ
る
論
証
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
方
法
を
と

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
関
の
権
限
に
着
目
し
た
「
実
体
的
・
静
態
的
な
議
論
」
と
、「
一
定
の
組
織
と
手
続
を
そ
な
え
た
特
定
の
機
関
が
そ
の
政

治
制
度
全
体
の
中
で
有
す
る
特
有
の
働
き
や
役
割
」
に
着
目
し
た
「
機
能
的
で
動
態
的
な
」（
い
ず
れ
も
大
石
・
前
掲
注
（
3
）
七
六
頁
）
議
論

と
を
架
橋
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
架
橋
の
試
み
で
も
あ
る
。
ま
た
参
照
、
大
石
眞
『
憲
法
秩
序
へ
の
展
望
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
八
年
［
初
出
、
一
九
九
八
年
］）
一
四
五
頁
以
下
。

K
elsen, A

nm
. 41, S. 326

（
邦
訳
五
四
五
頁
）。V

gl. auch ders., V
om

 W
esen und W

ert der D
em

okratie, 2. A
ufl., 1929, S. 14

（
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）

（
116
）

（
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）

（
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）
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）
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（
邦
訳
と
し
て
、
長
尾
龍
一
・
植
田
俊
太
郎
訳
『
民
主
主
義
の
本
質
と
価
値　

他
一
篇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
二
九
頁
）。

K
elsen, A

nm
. 41, S. 323

（
邦
訳
五
四
〇
頁
）; ders., A

nm
. 64, S. 8

（
邦
訳
二
一
頁
）。

K
elsen, A

nm
. 41, S. 323

（
邦
訳
五
四
一
頁
）; ders., A

nm
. 64, S. 9

（
邦
訳
二
二
頁
）。

K
elsen, A

nm
. 41, S. 321

（
邦
訳
五
三
八
頁
）; ders., A

nm
. 64, S. 4

（
邦
訳
一
七
頁
）。

Büchler-T
schudin, A

nm
. 41, S. 37.

ま
た
、
妥
協
形
成
に
よ
っ
て
少
数
派
の
立
場
も
実
質
的
に
顧
慮
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
多
数
決
の
正
統
性
が
高
ま
る
と
指
摘
す
る
も
の
と

し
て
参
照
、Schulze-Fielitz, A

nm
. 41, S. 445.

M
anfred H

ättich, D
em

okratie und W
ahrheit, in: ders., D

em
okratie als Problem

, 1996, S. 12.
V

gl. auch Friesenhahn, A
nm

. 36, S. 25.

ま
た
、
多
数
決
原
理
の
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
）
現
実
に
お
け
る
考
察
と
し
て
、

K
elsen

は
、
多
数
決
原
理
に
妥
協
の
可
能
性
を
創
り
出
す
と
い
う
機
能
を
見
出
し
、
議
会
制
に
お
け
る
多
数
決
原
理
は
政
治
的
対
立
の
妥
協
の

原
理
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
議
会
民
主
制
を
社
会
に
お
け
る
対
立
の
平
和
的
か
つ
漸
次
的
な
調
整
の
可
能
性
を
提
供
す
る
形
態
と
し
て
評
価
す

る
。V

gl. K
elsen, A

nm
. 41, S. 324, 359 ff. （

邦
訳
五
四
二
、
六
〇
〇
頁
以
下
）; ders., A

nm
. 64, S. 55 ff. （

邦
訳
七
五
頁
以
下
）。

V
gl. auch Schulze-Fielitz, A

nm
. 41, S. 430 f.

A
lbert Bleckm

ann, V
om

 Sinn und Zw
eck des D

em
okratieprinzips, 1998, S. 109.

Bleckm
ann, A

nm
. 73, S. 118.

Bleckm
ann, A

nm
. 73, S. 121.

V
gl. Bleckm

ann, A
nm

. 73, S. 118 ff., 122 f.
V

gl. E
berhard Schm

idt-A
ßm

ann, D
as allgem

eine V
erw

altungsrecht als O
rdnungsidee: Grundlagen und A

ufgaben der 
verw

altungsrechtlichen System
bildung, 2. A

ufl., 2004, Rn. 75 ff.
（
邦
訳
と
し
て
、
太
田
匡
彦
・
大
橋
洋
一
・
山
本
隆
司
訳
『
行
政
法

理
論
の
基
礎
と
課
題
─
─
秩
序
づ
け
理
念
と
し
て
の
行
政
法
総
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
八
五
頁
以
下
）。

K
onrad H

esse, Grundzüge des V
erfassungsrechts der Bundesrepublik D

eutschland, 20. A
ufl., 1999, Rn. 190

（
同
版
の
邦

訳
と
し
て
、
初
宿
正
典
・
赤
坂
幸
一
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
の
基
本
的
特
質
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
三
頁
）。V

gl. auch ders., D
er Re-

chtsstaat im
 V

erfassungssystem
 des Grundgesetzes, in: ders., A

usgew
ählte Schriften, 1984 (1962), S. 104 f.

（
参
照
箇
所
の
邦

（
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）
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）

（
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）
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）
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訳
と
し
て
、
赤
坂
正
浩
「
憲
法
の
規
範
力
と
国
家
活
動
に
対
す
る
専
門
家
の
助
言
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
講
座
憲
法
の
規
範
力
（
第
一

巻
）
規
範
力
の
観
念
と
条
件
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
八
頁
以
下
）。

V
gl. auch H

elm
uth Schulze-Fielitz, Rationalität als rechtsstaatliches Prinzip für den O

rganisationsgesetzgeber, in: 
Paul K

irchhof/M
oris Lehner/A

rndt Raupach/M
ichael Rodi (H

rsg.), Staaten und Steuern. Festschrift für K
laus V

ogel zum
 

70. Geburtstag, 2000, S. 322; A
ndreas V

oßkuhle, 

§ 43 Sachverständige Beratung des Staates, Rn. 1, in: Isensee/K
irchhof 

(H
rsg.), A

nm
. 45;

赤
坂
・
前
掲
注
（
78
）
一
七
七
頁
以
下
、
松
本
和
彦
「
統
治
と
専
門
性
」
公
法
研
究
七
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
八
頁
以

下
。K

laus Stern, D
as Staatsrecht der Bundesrepublik D

eutschland, Bd. 1, 2. A
ufl., 1984, S. 732

（
邦
訳
と
し
て
、
赤
坂
正
浩
・

片
山
智
彦
・
川
又
伸
彦
・
小
山
剛
・
高
田
篤
編
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
Ⅰ　

総
論
・
統
治
編
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
八
九
頁
（
丸
山
敦
裕

訳
））。も

っ
と
も
、
例
え
ばH

esse
は
、
権
力
分
立
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
国
家
権
力
の
抑
制
と
統
制
を
要
求
す
る
の
み
な
ら
ず
、
国
家
の
作
用
、

機
関
お
よ
び
そ
れ
ら
の
機
関
に
体
現
さ
れ
る
現
実
の
諸
勢
力
を
「
事
態
に
即
し
て
規
定
し
整
序
す
る
」（H

esse, A
nm

. 78 (Grundzüge), Rn. 
482

（
邦
訳
三
一
一
頁
））
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
と
し
、
国
家
権
力
の
創
設
、
合
理
化
、
安
定
化
お
よ
び
制
約
と
い
う
包
括
的
機
能
に
鑑
み
れ
ば
、

「
権
力
分
立
は
法
治
国
秩
序
だ
け
に
整
序
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
」（a. a. O

., Rn. 499

（
邦
訳
三
一
八
頁
））
と
す
る
。

A
chterberg, A

nm
. 3, S. 135

の
定
義
に
よ
れ
ば
、
常
設
委
員
会
（der ständige A

usschuß

）
と
は
「
も
っ
ぱ
ら
議
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
一
定
の
任
務
領
域
を
取
り
扱
う
た
め
に
、
立
法
期
の
あ
い
だ
継
続
し
て
設
置
さ
れ
る
機
関
」
を
い
う
。
本
稿
で
も
こ
の
定
義
に
則
る
。

こ
れ
と
対
照
的
に
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
は
、
法
案
を
審
議
す
る
委
員
会
は
一
定
の
所
管
を
持
た
な
い
。
参
照
、
前
田
英
明
『
国
会
の
立
法
活

動
─
─
原
理
と
実
相
を
検
証
す
る
─
─
』（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）
一
一
七
頁
、
上
田
健
介
「
イ
ギ
リ
ス
」
大
石
眞
・
大
山
礼
子
編
『
国
会
を

考
え
る
』（
三
省
堂
、
二
〇
一
七
年
）
五
一
頁
。

V
gl. W

inkelm
ann, A

nm
. 21, Rn. 4.

W
inkelm

ann, A
nm

. 21, Rn. 5.
V

gl. auch BV
erfGE 80, 188 (221 f.).

V
gl. W

inkelm
ann, A

nm
. 21, Rn. 37.

（
79
）

（
80
）

（
81
）

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
87
）



論　　　説

（阪大法学）67（6-218）　1282〔2018. 3 〕

V
gl. auch BV

erfGE 1, 144 (154).
V

gl. T
hom

as H
adam

ek, 

§ 17 D
ie Gesetzesberatung im

 Bundestag und seinen A
usschüssen, Rn. 150 f., in; W

infried 
K

luth/Günter K
rings (H

rsg.), Gesetzgebung: Rechtsetzung durch Parlam
ente und V

erw
altungen sow

ie ihre gerichtliche 
K

ontrolle, 2014.

§ 62, S. 1, in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23.

§ 62, S. 4 f., in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23. V

gl. auch H
adam

ek, A
nm

. 89, Rn. 100.

法
案
は
同
時
に
複
数
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
に
は
、
主
務
委
員
会
（der federführende A

usschuß

）
が
特
定

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
議
事
規
則
八
〇
条
一
項
一
文
後
段
）。
こ
の
と
き
、
主
務
委
員
会
以
外
の
委
員
会
は
、
主
務
委
員
会
と
協
議
し
て
、

議
案
の
特
定
の
問
題
の
審
議
に
、
鑑
定
人
と
同
様
の
立
場
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
項
二
項
）。

§ 70, S. 5, in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23.

連
邦
議
会
は
法
案
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
三
読
会
制
を
採
用
し
て
い
る
（
議
事
規
則
七
八
条
一
項
一
文
）。
第
一
読
会
に
お
い
て
は
、
議
案

の
諸
原
則
の
み
が
討
論
の
対
象
と
な
り
（
同
七
九
条
二
文
）、
実
体
に
関
す
る
動
議
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
条
三
文
）。
委
員
会
へ
の

付
託
は
、
原
則
と
し
て
第
一
読
会
の
終
了
時
に
な
さ
れ
る
（
同
八
〇
条
一
項
一
文
前
段
）。
そ
の
後
、
特
段
の
議
決
が
な
け
れ
ば
、
委
員
会
に
よ

る
議
決
勧
告
お
よ
び
委
員
会
報
告
が
配
布
さ
れ
た
後
、
二
日
目
に
第
二
読
会
が
開
始
さ
れ
（
同
八
一
条
一
項
二
文
）、
さ
ら
に
第
三
読
会
（
同
八

四
条
）
お
よ
び
最
終
表
決
（
同
八
六
条
）
へ
と
手
続
が
進
む
。

各
委
員
会
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員
に
も
、
表
決
権
の
な
い
審
議
権
（beratende Stim

m
e

）
が
与
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

審
議
に
か
か
る
議
案
の
筆
頭
提
案
議
員
は
、
表
決
権
の
な
い
審
議
権
を
も
っ
て
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
の
提
案
者
の
う
ち
一
人
を
代

理
に
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
（
議
事
規
則
六
九
条
三
項
二
文
）。
ま
た
、「
特
別
な
場
合
」
に
は
、
委
員
会
は
、
委
員
で
な
い
議
員
に
も
、
表
決
権

の
な
い
審
議
権
を
も
っ
て
そ
の
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
、
ま
た
は
許
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
同
項
三
文
）。
な
お
、
当
該
委
員
会
に
所

属
し
て
い
な
い
そ
の
他
の
議
員
は
、
原
則
と
し
て
、
傍
聴
人
と
し
て
当
該
委
員
会
の
会
議
に
関
与
し
う
る
に
と
ど
ま
る
（
同
条
二
項
一
文
）。

あ
く
ま
で
も
、
本
会
議
に
比
し
て
、
委
員
会
の
少
人
数
構
成
が
そ
の
よ
う
な
意
見
調
整
お
よ
び
妥
協
の
可
能
性
を
高
め
う
る
と
い
う
に
と
ど

ま
る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
意
見
調
整
や
妥
協
が
な
さ
れ
る
か
否
か
は
、
各
委
員
に
お
け
る
関
心
対
象
の
幅
広
さ
や
党
派
的
選
好
の
強
度
に
左
右

さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
本
会
議
で
の
審
議
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
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V
gl. H

adam
ek, A

nm
. 89, Rn. 104.

V
gl. W

inkelm
ann, A

nm
. 21, Rn. 59.

V
gl. V

etter, A
nm

. 20, S. 250, 254 f.; G
eis, A

nm
. 45, Rn. 3.

V
gl. V

etter, A
nm

. 20, S. 144.
V

gl. W
inkelm

ann, A
nm

. 21, Rn. 59.
V

gl. V
etter, A

nm
. 20, S. 126 f.; Zeh, A

nm
. 27, Rn. 11; G

eis, A
nm

. 45, Rn. 3; H
adam

ek, A
nm

. 89, Rn. 100; V
orbem

erkung 
zu 

§ 54, S. 6, in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23; 

§ 62, S. 4, in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23.

本
稿
の
趣
旨
と
は
異
な
り
、
政
府
に
対
す
る
統
制
機
関
と
し
て
の
委
員
会
の
働
き
を
強
調
す
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
が
、V

orbe-
m

erkung zu 

§ 54 S. 5, in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23

は
、「
同
時
に
統
制
を
伴
う
こ
と
の
な
い
立
法
府
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な

い
」
と
す
る
。
ま
た
参
照
、
大
石
・
前
掲
注
（
3
）
一
〇
七
頁
。

本
稿
と
は
異
な
り
、Zeh, A

nm
. 27, Rn. 12

は
、「
立
法
は
包
括
的
な
統
制
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
す
る
。V

gl. auch 
V

etter, A
nm

. 20, S. 107 f.
V

gl. 

§ 62, S. 4 f., in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23.

こ
れ
に
対
し
て
、Schulze-Fielitz, A

nm
. 41, S. 410

は
、
事
項
本
質
的
な
争
点
が
全
て
妥
協
交
渉
の
対
象
と
な
っ
て
初
め
て
、
交
渉
結
果

が
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
妥
協
に
適
し
た
状
態
の
前
提
条
件
と
し
て
、
対
立
す
る
利
害
状
況
が
あ
る
程
度
透
明
で
あ
る
こ

と
を
挙
げ
る
。
も
っ
と
も
、Schulze-Fielitz

自
身
も
、
主
観
面
で
の
妥
協
可
能
性
に
関
し
て
は
、「
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
、
ま
た
は
掘
り
下

げ
ら
れ
た
政
党
政
治
的
議
論
に
お
い
て
、
公
開
の
も
と
で
固
め
ら
れ
た
決
定
も
ま
た
、
妥
協
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
困
難
に
す
る
。
と
い
う
の
も
、
関

与
者
の
『
面
目
の
喪
失
』
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」（a. a. O

., S. 411

）
と
述
べ
て
お
り
、
妥
協
形
成
に
関
わ
る
者
の

面
目
を
保
と
う
と
す
る
動
機
に
つ
い
て
一
定
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
。

V
gl. Linck, A

nm
. 20, S. 519; V

orbem
erkung zu 

§ 54 S. 11, in: Ritzel u. a. (H
rsg.), A

nm
. 23.

政
府
や
地
方
自
治
体
の
審
議
会
を
念
頭
に
置
き
、
か
つ
、
著
者
の
経
験
に
基
づ
く
考
察
で
は
あ
る
も
の
の
、
委
員
が
傍
聴
者
の
視
線
や
反
応

を
意
識
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
妥
協
・
譲
歩
・
本
音
の
レ
ベ
ル
で
の
議
論
が
困
難
に
な
る
傾
向
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
森
田
朗
『
会
議
の
政

治
学
』（
慈
学
社
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
一
三
一
頁
以
下
。
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V
etter, A

nm
. 20, S. 203 f.

よ
り
幅
広
い
利
害
へ
の
配
慮
を
犠
牲
に
し
て
も
「
妥
協
」
の
実
現
に
重
き
を
置
く
局
面
と
し
て
、
法
案
審
議
合
同
協
議
会
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。V

gl. BV
erfGE 120, 56 (73 ff.).

専
門
家
の
助
言
の
合
理
性
の
担
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
専
門
家
の
助
言
活
動
の
民
主
的
統
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
参
照
、
赤

坂
・
前
掲
注
（
78
）
一
八
五
頁
以
下
。

例
え
ば
、
古
典
的
な
も
の
と
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
い
て
民
主
制
理
解
と
議
会
制
へ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

K
elsen

とCarl Schm
itt

は
、
い
ず
れ
も
議
会
制
の
根
本
に
「
公
開
性
」
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。V

gl. K
elsen, A

nm
. 41, S. 

354

（
邦
訳
五
九
三
頁
）; Carl Schm

itt, D
ie geistesgeschichtliche Lage des heutigen Parlam

entarism
us, 2. A

ufl., 1926, S. 43 
ff.

（
邦
訳
と
し
て
、
樋
口
陽
一
訳
『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
状
況　

他
一
篇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
三
五
頁
以
下
）。

Jestaedt, A
nm

. 42, S. 243

は
、
開
か
れ
た
社
会
の
国
家
は
、
公
開
と
秘
密
の
二
者
択
一
に
習
熟
し
て
お
ら
ず
、「
適
切
な
組
み
合
わ
せ
」

が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

民
主
制
原
理
や
法
治
国
原
理
と
い
っ
た
一
般
的
原
理
か
ら
演
繹
的
に
公
開
性
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
を
否
定
的
に
み
る
も
の
と
し
て
参
照
、

M
artens, A

nm
. 40, S. 53 ff., ins. 59 f.

法
案
審
議
合
同
協
議
会
に
つ
い
て
さ
し
あ
た
り
参
照
、
加
藤
一
彦
「
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
『
法
案
審
議
合
同
協
議
会
（
Ｖ
Ａ
）』
の
憲

法
的
地
位
と
権
能
」
現
代
法
学
二
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
五
頁
以
下
。

例
え
ば
、
法
案
審
議
合
同
協
議
会
で
の
審
議
に
つ
い
て
、
妥
協
の
達
成
と
い
う
目
標
に
特
筆
す
べ
き
価
値
が
見
出
さ
れ
う
る
可
能
性
に
つ
い

て
参
照
、
拙
稿
「
判
批
」
自
治
研
究
九
二
巻
一
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
五
頁
。

連
邦
議
会
の
委
員
会
の
場
合
、「
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
事
規
則
七
三
条
三
項
に
基
づ
く
委
員
会
議
事
録
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針
」（
議
事
規

則
第
二
付
録
（A

nhang 2

））
に
お
い
て
、
非
公
開
審
議
の
議
事
録
が
閲
覧
可
能
と
な
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
審
議
に
か
か
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
後
か
、
若
し
く
は
立
法
期
の
終
了
後
と
さ
れ
て
い
る
。V

gl. auch H
adam

ek, A
nm

. 89, Rn. 157.

例
え
ば
、
法
案
審
議
合
同
協
議
会
の
議
事
録
が
、
当
該
会
議
の
後
、
三
度
目
の
立
法
期
ま
で
秘
密
と
さ
れ
る
（vgl. Jens K

ersten, A
rt. 

77, Rn. 74, in: M
aunz/D

ürig (H
rsg.), A

nm
. 15

）
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
連
邦
議
会
の
委
員
会
に
お
け
る
議
事
録
の
取
扱
い
は
、
審
議
を

「
非
公
開
」
と
し
た
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
「
公
開
」
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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